
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 武蔵境駅北口広場修景施設について 

★水と緑を活用した「うるおい」 

 

★多様な人々との「ふれあい」 

 

★地元商店会や各市民団体による 

 まちの活性化「にぎわい」 

 
 
○上記のコンセプトのもと、周辺の 
まちづくりと協調し、水と緑を生か 
した、武蔵境らしい駅前空間を創出 
します。 

①「うるおい」・「ふれあい」・「にぎわい」
を実現する “武蔵境駅の顔づくり” 
 

○緑と花による特色ある魅力づくりを行い、 

市内の駅前空間との統一と個性化を図ります。 
 

○玉川上水などの緑豊かな水辺がある地域 

イメージを活かした水景と緑を創出します。 
 

○憩いと交流の場となる休憩施設を配置した 

広場空間を整備します。 
 

○シンボルゲートとともに、水景・シンボル 

ツリーと夜間照明による演出を行い、地元の 

イベントに対応した機能を配置して、まちの 

にぎわいづくりを支援します。   

 

②周辺のまちづくりと調和し、多様な
機能が一体化する駅前空間のトータル
プラン 

○南口や連続施設などと調和し、地域イメージ

を取り入れた緑と修景施設により、周辺と 

ネットワークした駅前空間を形成します。 
 

○シンボルツリーや水景とベンチがある広場

など、目印となる特徴的な場をつくり、歩行者

の誘導や待ち合わせを考慮します。 
 

○歩きやすい舗装、視覚障害者誘導ブロックや

総合案内板の配置など、ユニバーサルデザイン

に配慮します。 
 

○広場の確保、防火水槽・ソーラー照明の設置

など、災害・緊急時に対応した機能をもたせ 

ます。 

●基本設計図 

武蔵境駅 

●シンボルツリー：ケヤキの株立ち 
 
○駅周辺の既存のケヤキ並木と呼応

したケヤキとし、株立ちの樹形に

より北口の個性化を図る 

●交通島：サクラ 
 (ヤマザクラ・サトザクラ) 
○かつて玉川上水の花見でにぎわった

駅として、歴史ある地域イメージを 
 彷彿とさせる景観を形成 

●小広場 
  
 ○憩いと交流の場として休憩 
    施設を配置。また、災害・ 
    緊急時に対応した施設を設置 

●水景施設 
○玉川上水・千川上水、仙川など

がある武蔵境らしい緑豊かな 
 水辺をイメージした壁泉 

●武蔵境駅周辺地区まちづくりの 
 コンセプト(武蔵境駅北口広場基本計画) 

●北口広場修景施設の基本方針 

Google 画像に加筆 

●植栽 
 ○ケヤキ・サクラに彩りを添え、 
  季節を感じる花や葉色の中木・ 
  低木・地被を植栽 

●照明 
○省エネルギーを考慮した LED
を導入。連続施設や周辺施設
と調和する街路灯とシン 

 ボルツリーをライトアップ 
 する照明を設置 

●ソーラー照明 
○小広場に災害・緊急時(停電
時)に対応できる照明を設置 



 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

●武蔵境駅北口広場完成イメージ図 


